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先日、国際自然保護連合（ＩＵＣＮ）は小笠原諸島（東京都）について、

世界自然遺産として「登録が適当」との評価をまとめ、国連教育科学文化

機関（ユネスコ）の世界遺産委員会に報告しました。今後、６月19～29日

にパリで開かれる世界遺産委員会で正式に登録が決定される見通しです

（図１）。登録が決定すれば、国内では、1993年12月の屋久島、白神山地、

そして2005年7月の知床に続き４ヶ所目となります。 

☆小笠原諸島 

東京から約 1,000km南に位置する海洋島です。聟島
むこじま

列島、父島列島、母

島列島などの大小30あまりの島々から構成され、国立公園に指定されてい

ます（図２）。 
☆自然環境 

限られた面積の中で独自の種分化が起こり、数多くの固有種が見られます。

特に陸産貝類や植物、昆虫類においては、今なお進行中の進化の過程を見る

ことができます。また、世界的に重要な絶滅のおそれのある種の生育・生息

地でもあり、オガサワラオオコウモリ、メグロ、シマアカネ、カタマイマイ

などＩＵＣＮレッドリストに57種が記載されています。 
☆課題と対策 

 約180年前の人間の入植を契機とする外来種の侵入により、本来の生物多

様性が脅かされています。小笠原の種や生態系、景観を後世に引き継ぐため、

新たな外来種の侵入防止、既に侵入し生態系への影響が特に大きな外来種の

駆除など、様々な取り組みがなされています。ＩＵＣＮの評価結果において

も、外来種対策への努力を続けることが要請されています。 
今後は遺産登録に伴う観光客の増加による生態系への影響が予期され

るため、世界遺産としての価値を維持するための利用ルール作りが必要に 

なると考えられます。 

 

政府機関が候補地推薦・暫定リスト提出

ユネスコ世界遺産委員会が評価依頼

自然遺産候補は、国際自然保護連合
(IUCN)が現地調査し報告

ユネスコ世界遺産委員会が報告に基づき、
世界遺産リストへの登録の可否を決定

今はこの段階

☆小笠原諸島：世界自然遺産登録へ 

ウミガメ展 
６月中旬より展示予定！！ 

アカウミガメの頭骨や、産卵巣の模型等を展示します。 

開館時間（９：００～１７：００）※入場無料 

図１：世界自然遺産登録までの流れ 

図２：小笠原諸島の位置（南鳥島を除く） 

卵はどのくらいの深さに埋

めるのかな？ 

体感してね！！ 

世界遺産センター情報 Information 



※「自然に親しむ集い」のお知らせは、屋久島町のご協力により配布されています。 

   

    

    貝貝殻殻のの観観察察会会ののごご案案内内  
共催 ／ 環境省九州地方環境事務所、屋久島町、 財団法人屋久島環境文化財団 

開催日時 ／ 平成２３年７月９日（土）９：３０～１２：３０（受付９：１５） 

開催場所 ／  屋久島町 田代海岸 
  ※天候に応じて変更の可能性有り 

 

◇講師 ／ 名和 純さん（琉球湿地研究グループ） 
 

◇定員 ／ １５名（先着順） 
 

◇参加対象 ／ 中学生以上 
 

◇参加料 ／ １人 ３００円 

   （ご家族で参加される場合は、２人目から１人当たり１００円となります。） 
 

◇集合・解散場所 ／ 屋久島環境文化研修センター前  
 

◇応募方法 ／６月 １５日（水）～７月 １日（金）の間に、電話、メール、ファックスにて、 

屋久島自然保護官事務所までご応募ください。メール・ファックスの場合は、必ず 

住所・氏名・自宅の電話番号をご記入ください。 

応募は“先着順” とさせていただきます。 
 

◇服装、持ち物など ／濡れても良い靴、タオル、水筒、ビニール袋等 
                  

◇その他 ／悪天候等のため中止又は開催場所の変更をする場合は、 

当日午前７時までに電話連絡します。 

    
 

 

 

  

    

  

     

 

いきものコラム  
第４回 雨の日はコケを観察しよう。 
 屋久島は多雨多湿な環境のため多種多様のコケが生育しており、そ

の数は600種に上ります。コケには、水分、土壌を保持したり、芽生え
のゆりかごや鳥の巣材になったりと様々な役割を果たしています。 
 梅雨は、もっともコケが瑞々しい時期です。雨の中の登山は、憂鬱

な気分になりがちですが、水滴がきらめくコケを観察できる絶好の機

会です。小雨の場合はゆっくりと、コケを観察しながら散策すること

をお勧めします。 
      （参考資料 屋久島のコケガイド 屋久島環境文化財団） 

 

5月 30日撮影した、ケチョウチン

ゴケ。台風の雨でたっぷりと水を

含み、生き生きとしていました。 


